
 
第 10(11)回運営会議議事概要(1/5) 

 

 

 

 

 

 

 

議事項目 

第 10 回福島・毛馬

管内運営会議 

平成 22 年 10 月 6

日(水) 

16:00～18:00 

OMM ビル 13F 河川

環境管理財団会議

室 

第 10 回枚方管内

運営会議平成 22

年 10 月 14 日(木)

14:00～16:00 

中央流域センター

2F 多目的ホール 

第 11 回高槻・山崎

(大阪)管内運営会

議 

平成 22 年 10 月 20

日（水） 

14:00～15:40 

中央流域センター2F

多目的ホール 

第 10 回伏見桂川山

崎(京都)管内運営

会議 

平成 22 年 10 月 26

日（火） 

14:00～16:30 

上流域センター2F

会議室 

第 10 回木津川管内運

営会議 

平成 22 年 10 月 28 日

（木）14:00～16:30 

京田辺商工会館（ＣＩ

Ｋビル）キララホール

４階 

 

出 席 者

( 代 理 お

よび欠席

者数) 

見識者(出席 5)自

治体委員(出席 4、

欠席1)河川ﾚﾝｼﾞｬｰ

(出席8,欠席2) 新

規河川レンジャー

（2名）出張所(出

席 2)事務局(10) 

見識者(出席 3)自

治体委員(出席 6

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ(6)出

張所(出席 2)事務

局(6) 

見識者(出席 3)自治

体委員(出席 4)河川

ﾚﾝｼﾞｬｰ(出席 6)出張

所(出席 2)事務局

(8) 

見識者(出席 4、欠席

1)自治体委員(出席

8 うち代理 2、欠席

4)河川ﾚﾝｼﾞｬｰ(出席

7)出張所(出席 3)事

務局(9) 

見識者(出席2)自治体

委員(出席 6、欠席 2)

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ(出席 4) 

出張所(出席1)事務局

(7) 

 

会議や活

動の活性

化に関す

る事項 

 ・自治体委員が会

議の中で積極的

に発言して欲し

い。 

・自治体委員が平

日にレンジャー

活動に参加でき

る企画をしては

どうか。(事務

所) 

・沿川自治体委員か

らの 

発言がいただきた

い。 

・河川レンジャーは

イベントだけでよ

いか、という問い

かけがある。酒井

R の活動はレンジ

ャー活動の原点

のひとつとして評

価できるのではな

いか。 

・運営会議の活性化

を含めて、行政委

員のレンジャー活

動への参加・招待

を考えてはどう

か。 

・自治体委員として

は活動イベント開

催日を把握した

い。メールなどで

情報が欲しい。 

・レンジャー活動で

分野や対象の広

がりができてい

る。これは新規レ

ンジャーによる効

果である。 

・本会議の委員は、

チャンスがあれ

ば、レンジャー活

動に参加してはい

かがだろうか。 

・試行とは見習い期間

のことだろうか。そ

うすれば「再任」で

はなく「新任」では

ないか。 

・レンジャーとして

「再任」と考えてほ

しい。(事務所) 

・自治体の委員には、

一度レンジャー活

動の現場に来ても

らいたい。新年度か

らよろしくお願いし

たい。 

 

 

 

レンジャ

ー応募者

の増員に

関する事

項 

 ・レンジャーの募

集について今は

ハードルが高い

のではないか。

もう少し楽な形

で入ってもらえ

ないか。必ずし

・新しいレンジャー

の推薦が欲しい。

広報誌などでの

募集をかけては

どうか。 

・レンジャー募集の

情報をどのよう

 ・防災関係に詳しい人

がいない。熱心な人

がいれば、公務員で

も将来的にレンジ

ャーとして考えて

よい。 
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もオールマイテ

ィでなくてもよ

いと思う。 

・素質のある人を

入れて、その後

で研修してもら

うことがねらい

である。(事務

所) 

に伝えるか。とく

に水無瀬川沿川

(大阪府管理島本

町域)。 

・現在山崎出張所大

阪府管内にレン

ジャーがいない。

どうしても欲し

い。 

・島本町では自治

会、各種団体住民

委員会などでレ

ンジャー情報を

提供したい。住民

のなかから応募

する人がでてく

るのではないか。
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第 10(11)回運営会議議事概要(2/5) 

 

 

議事項目 

第 10 回福島・毛

馬管内運営会

議 

第 10 回枚方管内

運営会議 

第 11 回高槻・山崎

(大阪)管内運営

会議 

第 10 回伏見桂川山

崎(京都)管内運

営会議 

第 10 回木津川管内運

営会議 

参加者の

増員に関

する事項 

 ・企業組織とレン

ジャー活動の融

合を目指すレン

ジャー活動を行

っている。 

・企業との連携の

つくりかたが課

題である。 

・最近は、大学の

河川ゴミなどの

研究ゼミと連携

をとる活動を行

っており、ゼミ

学生さんの動員

が増えている。

 

 

・レンジャー活動参

加者を増やすこ

とについては人

手・コストがかか

るので、適正な手

段を考えること

が課題である。 

 

・小学校で長期宿泊

体験会が計画さ

れている。レンジ

ャーとしての取り

組みができないか

と考えている。 

・22 年 2 月 14 日の

クリーン作戦は

100 団体 2800 人

の参加があった。

121 トンのゴミを

回収した。 

・マイリバーウオー

クでの愛護会づ

くりは横大路地

区で結成の気運

がある。 

・楽しみながらでき

る防災訓練がで

きないか考えてい

る。 

・濠川のクリーンア

ップは集中的に

一時に行う予定

であるが、どちら

か1ヶ月ずつずら

してはどうか。 

・時期的に参加者が

集まりやすい学校

開放日でもある。

多くの人に意見

を聞きながら進め

ていきたい。 

  

レンジャ

ー活動の

周知に関

する事項 

・レンジャー活動

への参加者は

20 年度 9000

人 、 21 年 度

17000 人、桂川

クリーン作戦

は お お む ね

3000 人と、実績

はある。 

レンジャー事業

そのものは、こ

れから求められ

る社会の方向

に沿っている。

(事務局) 

・レンジャー活動

は自分で企画

 ・河川における危険

監視活動はゼロ

から出発したが、

行動をともにし

てくれる人が出

てきたことは喜ば

しい。 

・三島江切り下げ意

見交換会はマナ

ーやルールの現

状を共有化して

対応を考えよう

というものだ。今

後うまくまとめて

いきたい。 

・ヨシを刈って育て、

・東高瀬川で菜の花

プロジェクトを進

めたい。 

・「かわみ」の成果

をもとにミニ新聞

を計画している。 

・西羽束師川の下流

の未改修区間の

「かわみ」を予定

している。 

・濠川の清掃奉仕に

参加したが、ゴミ

が取りにくい場所

にある。子どもさ

んとともに川遊び

の楽しいところを

知っていただきた

・船からみる淀川は上

から川を見るよう

すとまったく違う

ことが分かった。

・河川敷の公園利用者

に川の環境を伝え

て、環境保全のプ

ランづくりをレン

ジャーとともにつ

くるべきときに来

ている。コツコツ

積み上げていきた

い。 
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し、工夫して開

拓していく力が

いる。会議で承

認を受けてステ

ップアップして

いくプロセスも

ある。すぐに認

知されることは

難しく、継続し

ていくことが大

事である。 

・活動に参加して

みて始めてレン

ジャーというも

のが分かる。口

コミで広がって

いくのではない

か。 

・人脈は日頃から

大事である。川

にとらわれなく

てよい。 

 

収穫する。ヨシを

管理して大切さ

を伝える。ヨシ焼

きは灰害が起き

ないよう配慮し

ている。 

・22 年 8 月には出

前・押しかけ講座

を予定し、安全指

導の話をしたい。

既存のイベント

に 30 分程度相乗

りしたい。 

・その資料として危

険地点が分かる

マップを整理し

たい。 

・日頃声掛けしてい

る人と、「河川利

用見守り隊」をつ

くり、不法・迷惑

行為をパトロー

ルしたい。 

・島本町域での「見

守り隊」の活動が

欲しい。 

・6 月に予定してい

る土のうづくり活

動では地元の人

の体験談や「水風

船投げ」を予定し

ている。また、10

月には川と河川

の対話をテーマ

に車いすの人を

呼び込む計画が

ある。いすが通過

した跡に白いラ

インがつくイベン

トを考えている。

い。 

・濠川・宇治川下流

は平成 16 年から

アジサイ・ユキヤ

ナギの植樹を行

った。府土木事務

所は草刈り作業

の際、それらの刈

り取りをしないよ

う配慮してほし

い。 

・ユース河川レンジ

ャーとは一過性

の活動ではなく、

若い人に呼びか

けて、川をテーマ

に活動していこう

というもの。現在、

数団体に声掛け

しており、まちづ

くりに広げていき

たい。 

・クリーン作戦のき

っかけは 11 月の

環境フェスティバ

ルでの他団体の

ブース訪問によ

る交流で「みんな

でなにかやろう」

と知恵を出し合

ってはじまった。

マイリバーウオー

クについてもまと

めていくうえで、

是非知恵を授け

ていただきたい。 

・府民に話をする機

会や、府民新聞に

記事を書くなど、

レンジャー活動

のテーマを訴えて

いきたい。 
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第 10(11)回運営会議議事概要(3/5) 

 

 

議事項目 

第 10 回福島・毛

馬管内運営会

議 

第 10 回枚方管内

運営会議 

第 11 回高槻・山崎

(大阪)管内運営

会議 

第 10 回伏見桂川山

崎(京都)管内運

営会議 

第 10 回木津川管内運

営会議 

事業連携

の提案に

関する事

項 

 ・出張所長と話し

合いながら進め

ていかないとレ

ンジャーだけの

活動では限界が

あるのではない

か。 

・22 年 2 月に、庭

窪の自治会長か

ら協力の申し出

があった。レン

ジャーからも積

極的に情報提供

していきたい。

・枚方には 6 つの

大学がある。大

学とのつながり

はどのように深

めているか知り

たい。 

・大学とは個人の

ブログでつきあ

いをしている。

また、ゼミでの

研究テーマを情

報共有してい

る。 

・なぎさ高校との

連携は他につな

がっていくので

はないか。 

・高校での活動は

１時間だけでな

く 3時間確保し

たい。 

・高校での活動に

歴史的な視点を

入れていくのは

どうか。 

・芥川水辺 100 景写

真とディスカッシ

ョンの開催で芥

川に係わる気運

ができるのではな

いか。 

・大阪府に地域支援

課がある。防災の

啓発でレンジャ

ーとの連携を図

りたい。 

・以前にレンジャー

全員が一同に会

して事業をやる

計画があったが、

その後の進展は

いかがであろう

か。 

・8 月末に大塚の河

川公園での防災

演習と連携して、

何か合同で活動

できるのではない

だろうか。 

・東高瀬川の整備に

地域をどう巻き

込んでいくかが課

題である。京都市

としてサポートあ

るいはフォローし

ていきたい。 

・桂川右岸の 3つの

学区は京都市に

編入されて 60 周

年を迎えた。水と

密接な取り組み

(農業など)がな

されてきた歴史

がある。 

・クリーン作戦はレ

ンジャーが頑張

らなくてよい。地

域の我々(自治

会)自身がやる清

掃活動として、意

識的・日常的にゴ

ミを減らすことが

大事だ。 

 

・2月の木津川展は、

三人のレンジャーの

活動の集大成となっ

た。 

・木津川市観光協会ネ

ットワークには 48

団体が参加してい

る。各自治体も同じ

ような取り組みをや

っていただくと、レ

ンジャーも参加でき

るのではないか。 

・四月の馬坂川花見は

聴覚障害者の誘致や

結婚活動カヌーを実

施したい。 

・親子川の学校は今年

度スクール制にし、

定員 40 名で親子募

集したい。 

・スクール制は有料で

もよいのではないか。

参加賞の授与、テス

トの実施など、無償

だとやめる人が出る

ことも考えられる。

・流れ橋の周辺に川や

歴史の話ができる人

がいるので、希望者

は谷口委員まで連絡

してほしい。 

・流れ橋の歴史は四季

彩館で見られる。 

・11 月末に開催され

る城南衛生環境組合

のイベントに水槽な

どの展示を考えては

どうか。 

 

自治体の

支援に関

する事項 

・昨年 9月「津波・

高潮ステーシ

ョン」を開設し

た。レンジャー

活動の防災拠

点として活用

願いたい。参加

者 20～30 名で

あれば事前の予

約により、説明

 ・高槻市として直接

できること、スタ

ッフとしてできる

ことなど相談し

て欲しい。窓口に

なる。 

・沿川自治体での窓

口の一本化を進

める。 

・三箇牧公民館の利

・行政サイドで PR

応援 

体制があればレ

ンジャーも報わ

れるのではない

か。 

・役所にレンジャー

が直接訪問する

ことは可能か。

(いつでもどうぞ

・レンジャーは行政と

住民をつなぐ役割

をもつので、各自

治体でも積極的に

レンジャーを活用

して欲しい。 

・京都府山城北土木事

務所管理室では、

馬坂川で階段設置

の要望に応える地

 5



者をつけたい。 用申し込み(無

料)は 6 ヶ月～1

年前からできる

が、競争が厳し

い。 

 

の声あり) 

・京都市のまちづく

り課長会という

会合でレンジャ

ー活動のプレゼ

ンテーションをす

ることが考えられ

る。 

元協議を考えてい

る。1箇所程度恒久

施設として考えた

い。レンジャーに

は協議の窓口とし

てお願いしたい。

・流れ橋の復旧工事は

2 月 22 日から 6 月

15 日まで行う。工

事中の見学は府土

木事務所道路計画

室に申し込んで欲

しい。 

・木津川市から活動場

所としての提案は

以下のとおり。 

(1)一級河川山田

川(山城南)親水公

園・・・ 

奈良県区間の堤防

天端道、ファブリ

ダム 

(2)一級河川煤谷

川上流祝園弾薬庫

跡防水調整池・・・

水深 60ｃｍで乗船

体験できる。土木

事務所の許可必

要。 
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第 10(11)回運営会議議事概要(4/5) 

 

 

議事項目 

第 10 回福島・毛

馬管内運営会

議 

第 10 回枚方管内

運営会議 

第 11 回高槻・山崎

(大阪)管内運営

会議 

第 10 回伏見桂川山

崎(京都)管内運

営会議 

第 10 回木津川管内運

営会議 

活動で困

っ た こ

と、ある

いは改善

すべき事

項 

・現在の活動に参

加者が集まり

にくい。今後は

淡水魚や川自

体を目に触れ

るような活動を

していきたい。 

 

・自然観察のやり

方を整理して、

講師の体力的負

担を軽減した

い。 

・整備計画にある、

地域の学校との

連携を進めてい

きたい。 

・参加者を増やし

たいが、広報活

動ができてない

ので改善した

い。 

・活動への参加者

が高齢化してお

り子どもさんの

参加が少ないの

で改善が必要で

ある。 

・河川敷地での意見

交流会は、テント

なので寒さ対策

で苦労した。河原

でやるほうがよい

という意見があ

った。 

・河川敷での会議用

テント設営は経

費がかかることが

分かったので、既

設の公共施設を

使うことを考え

ていきたい。  

 ・野鳥観察会に子ども

さんの参加が少な

い。 

 

ツールに

関する事

項 

・レンジャーの身

分を明らかにし

た名刺などによ

り、第三者に認

知されているの

だろうか。 

・活動では腕章・

旗を持つことに

なっている。 

・名刺に写真を入

れている。(事

務局) 

 

・野外調査の報告

書における、生

物の名称の間違

いに注意してほ

しい。 

・一言メモの活用

は新しい「気付

き」を呼ぶと思

う。自分の行く

道が見えるメモ

になる。 

・胴長のレンタル

費用の精算はど

のようにしてい

るか。 

・胴長は河川事務

所、寝屋川水辺

クラブほかから

の借り受けに依

存しており、レ

ンタル費用は発

生していない。

 

・活動中のケガなど、

保険について教

えてほしい。 

・イベントに関して

保険に入ってい

る。(事務局) 

・ジュニア河川レン

ジャーでは、京都

教育大学と連携

した教材開発を

行い、伏見の洪水

模型をビデオ化

した。 

・馬坂川でのイベント

ではボートが立派

すぎるので、竹を

組んで筏を作って

もよいのではない

か。 

 

広報に関

する事項 
・レンジャー活動

の認知度は低

いので、自治体

に働きかけて、

PR を考えてい

く必要がある。

・チラシの作成が

不得意な場合、

センターレンジ

ャーにお願いす

れば作ってもら

えるか。 

・チラシ作成の絵

・高槻市は毎月 10

日、25 日に機関

誌を発行してい

る。希望者は 1ヶ

月前に原稿を出

して欲しい。詳細

は編集部に聞い

・広告誌の掲載スペ

ースが不況のあ

おりを受けて減

少してきており、

レンジャー活動

が掲載してもら

えない。 

・河川レンジャーの活

動を知る人は随時

調査 4％程度で、認

知度が足らない。

・京都府地域力プロジ

ェクトの助成によ

り福井・田中レン
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(事務局) 

・淀川区のパンフ

「よどがわ」に、

今後発展する

事業として紹

介していきた

い。誌面の決定

から発行までに

1 ヶ月かかるの

で早めに相談

をかけて欲し

い。 

・「野鳥カルタ」

は希望者に贈

呈している。デ

ータのコピーに

協力してくれる

パソコンを求め

ている。(出張

所が応諾) 

 

コンテは作って

欲しい。(セン

ターレンジャ

ー) 

・一回でも参加し

た人とのネット

ワークをどう作

るか。良さを知

った人は再び来

やすい。ブログ、

メーリングを活

用するレンジャ

ーはすごいと思

う。 

 

て欲しい。 

・高槻市ケーブル TV

での広報チャン

ネルを活用して

周知する部門が

ある。レンジャー

情報を教えてほ

しい。 

 

・2 月の宇治川自然

観察活動は二つ

の新聞、宇治面で

掲載された。 

・タウン誌「ザ・伏

見」にジュニアレ

ンジャー活動を

掲載された。 

・伏見区民新聞に掲

載欄は考えられ

ないか。(3 月発

行は可能との回

答あり) 

 

ジャーとやましろ

里山の会が作成し

た下敷きの紹介。

1000 枚作成。 

淀川の今

後に関す

る事項 

・淀川に国立公園

第 4種、 

例「みおつくし国

立公園」 

を誘致してほし

い。 

・明治 18 年洪水碑

の移設は 22 年 3

月の予定。郵便屋

の碑の向かいに

設置される。 

・河川は社会的な

インフラであり、

生命や財産を守

る。人との関係を

含めて考える必

要がある。 

・淀川 100 年の歴

史を語る人が少

ない。船下りのな

かで話をするのは

どうか。 

・牧野ワンドの将

来の形について

知りたい。 

・樟葉・牧野わん

どの整備はセッ

トで考えていきた

い。(事務所) 

・点野わんどは浅

くなっている。大

切な活動の場で

あるので、水質の

話も合わせて勉

強していく必要

がある。 

 ・近畿のツバメは宇

治川のヨシ原に集

合する。生徒だけ

でなく、先生も観

察を楽しみにして

いる。 

・木津川の水質は 10

年前の二倍の悪化が

見られる。 

また、放流したアユ

が育っていない。泥

(シルト)が付着し、

魚への影響が見られ

る。 

木津川の抱える問題

が明らかになった。
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第 10(11)回運営会議議事概要(5/5) 

 

 

議事項目 

第 9回福島・毛馬

管内運営会議 

第 9 回枚方管内運

営会議 

第 10 回高槻・山崎

(大阪)管内運営

会議 

第9回伏見桂川山崎

(京都)管内運営

会議 

第 9 回木津川管内運

営会議 

展開計画

について 

・下流部は活動拠

点として空白

域になってい

る。 

   ・流域で活動できる人

がいない、地元と

かかわる識見がな

いなど、応募の見

合わせが続いてい

る。自治体関係で、

バイタリティのあ

る人がいれば、是

非応募してほしい。

外来種に

ついて 

 ・初回の外来種水

草除去は役割分

担が不十分で参

加者からの苦情

があったが、2

回目は水域と陸

域に分担し、達

成感を得ること

ができた。 

・水中作業は高齢

者にはしんど

い。若い力の協

力が必要であ

る。 

・回収した水草な

どを運搬するボ

ートの借り受け

を大阪府水生生

物センターほか

に依頼してい

る。 

・外来水草の効率

的な除去のた

め、重機の活用、

駆除船(大阪工

大開発)への協

力依頼などを考

えたい。 

・外来種など除去

物の処理方法は

国が対応すべき

問題である。 

・土のう袋などを

水草回収用とし

て活用してはど

うか。水切りで

きる。 

・水生植物とはな

にか。今後掘り

下げた勉強会を

やりたい。 

  ・木津川にタイワンシ

ジミが普及してい

る。家庭や飲食店

などでの貝の砂抜

きの際に 1mm の稚

貝が流れ出たもの。

過去の変化だけで

なく現在進行中の

情報を付加する。

 9



 10

・外来種を含めた

自然を考えられ

ないだろうか。

・外来種は全部ダ

メというわけで

はないが生態系

をくずすような

繁殖力が問題で

ある。 

 


